
木
質
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
庫
爆
発
の
原
因

２
月
１８
日
に
発
生
し
た
燃
料
庫
の
爆
発
は
、

状
況
証
拠
な
ど
を
検
証
し
た
結
果
、
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー（
圧
縮
機
）に
よ
る
燃
料
注
入
時
、
燃

料
庫
の
残
容
積
が
過
去
最
小
で
あ
っ
た
こ
と
に

加
え「
鉄
板
及
び
耐
火
ボ
ー
ド
施
工
に
よ
る
密

閉
性
の
ア
ッ
プ
」、「
庫
内
温
度
の
上
昇
」、「
減

圧
ダ
ク
ト
の
詰
ま
り
」、「
集
じ
ん
フ
ィ
ル
タ
ー

の
詰
ま
り
」な
ど
の
原
因
が
重
な
り
、庫
内
の
圧

力
、
温
度
、
粉
じ
ん
の
濃
度
が
爆
発
危
険
水
準

を
超
え
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ホ
ー
ス
類
と
燃
料

の
摩
擦
で
生
じ
た
静
電
気
が
、
庫
内
に
新
設
し

た
鉄
板
や
散
水
栓
な
ど
を
通
じ
、
放
電
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
と
推
定
し
ま
し
た
。

爆
発
と
ボ
イ
ラ
ー
本
体
の
構
造
は
関
連
が
無

い
も
の
の
、
粉
じ
ん
が
容
易
に
発
生
す
る
燃
料

の
注
入
方
法
及
び
燃
料
庫
の
温
度
や
圧
力
の
管

理
に
問
題
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

４
月
下
旬
に
は
ボ
イ
ラ
ー
製
造
業
者
や
先
進

例
の
調
査
を
行
い
、
安
全
な
運
転
再
開
に
向
け
、

ボ
イ
ラ
ー
納
入
業
者
と
燃
料
庫
等
の
改
修
方
法

や
費
用
の
負
担
な
ど
を
協
議
す
る
と
と
も
に
、

燃
料
は
、
扱
い
が
難
し
い
オ
ガ
粉
以
外
に
、
ペ

レ
ッ
ト
化
も
模
索
中
で
す
。

本
事
業
は
、
先
が
見
え
な
い
石
油
系
燃
料
の

価
格
上
昇
や
二
酸
化
炭
素
排
出
の
抑
制
な
ど
を

踏
ま
え
、
※
バ
イ
オ
マ
ス
の
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
を
軌
道
に
乗
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
議
会
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
バ
イ
オ
マ
ス
の
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
と

は
木
材
や
牛
ふ
ん
な
ど
、
生
物
由
来
資
源

か
ら
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
こ
と
。

防
災
協
定
を
結
び
ま
し
た

昨
年
の
集
中
豪
雨
被
害
の
教
訓
か
ら
、地
震
、風

水
害
時
の
生
活
援
助
物
資
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

早
期
確
保
、
復
旧
を
図
る
た
め
に
、
民
間
企
業

の
協
力
が
極
め
て
有
効
な
た
め
、
４
月
２２
日
に

は
株
式
会
社
伊
徳
と「
災
害
時
に
お
け
る
物
資

の
供
給
協
力
等
に
関
す
る
協
定
」を
、
５
月
２６

日
に
は
東
北
電
力
株
式
会
社
大
館
営
業
所
と

「
災
害
時
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。

今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン

タ
ー
や
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
と
の
協
定

を
予
定
し
て
い
て
、
救
急
物
資
の
備
蓄
を
補
う

と
と
も
に
、
災
害
時
の
安
定
的
な
物
資
の
調
達

体
制
を
確
保
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
務
処
理
の
ミ
ス
を
お
わ
び
し
ま
す

１
月
以
降
、
立
て
続
け
に
発
生
し
た
事
務
処

理
の
ミ
ス
で
、
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
、

改
め
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

介
護
保
険
料
、
軽
自
動
車
税
延
滞
金
及
び
上

下
水
道
料
金
を
誤
っ
て
徴
収
し
た
こ
と
、
ま
た
、

国
保
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
、
住
民
票
の

前
住
所
欄
と
本
籍
欄
、
口
座
振
替
案
内
文
書
の

電
話
番
号
の
表
示
を
誤
っ
た
こ
と
が
主
な
内
容

で
す
が
、
い
ず
れ
も
最
終
確
認
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

た
方
々
に
は
直
ち
に
職
員
が
訪
問
し
、
お
わ
び

と
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

短
期
間
に
連
続
し
て
ミ
ス
を
重
ね
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
関
係
職
員
に
対

し
厳
正
な
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
課
、
係
ご

と
に
チ
ー
ム
と
し
て
一
体
感
を
持
ち
、
協
力
し

合
い
な
が
ら
業
務
を
遂
行
す
る
体
制
を
整
備
し

ま
し
た
。

ま
た
、
複
数
職
員
に
よ
る
確
認
作
業
の
徹
底

を
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
さ
ら
に
強
化
し
、
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

病
院
事
業
管
理
者
を
任
命

市
立
病
院（
総
合
病
院
、
扇
田
病
院
）に
地
方

公
営
企
業
法
を
全
部
適
用
し
、
４
月
１
日
付
け

で
病
院
事
業
管
理
者
に
佐
々
木
睦
男
氏
を
任
命

し
ま
し
た
。

佐
々
木
管
理
者
は
、
就
任
直
後
か
ら
両
病
院

の
診
療
部
門
を
中
心
に
、
各
部
署
の
本
年
度
の

課
題
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
繰
り
返
し
行
い
な

が
ら
、
現
在
の
病
院
事
業
の
問
題
点
な
ど
の
整

理
、
掘
り
起
こ
し
を
行
う
と
と
も
に
、
医
師
、

看
護
師
の
確
保
に
向
け
、
秋
田
県
、
弘
前
大
学
、

看
護
福
祉
大
学
な
ど
多
方
面
へ
の
働
き
掛
け
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

両
病
院
と
も
多
大
な
赤
字
を
控
え
、
更
に
自

治
体
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
管
理
者
に

は
、
収
支
の
健
全
化
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る
努
力

に
よ
る
安
定
し
た
病
院
経
営
と
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
構
築
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

４
月
２１
日
に
小
坂
町
の
十
和
田
湖
畔
で
発
見

し

が
い

さ
れ
た
白
鳥
の
死
骸
な
ど
か
ら
強
毒
性
の
Ｈ
５

Ｎ
１
型
の
Ａ
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ウ
イ
ル

ス
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
４
月

２８
日
に「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
会
議
」

を
設
置
、
県
の
関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
、
養
鶏
農
家
全
戸
に
対
す
る
消
毒
等
の

予
防
対
策
指
導
、
市
内
全
世
帯
へ
の
注
意
喚
起

の
チ
ラ
シ
配
布
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
情
報

収
集
体
制
を
取
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
流
行
の
兆
し
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
２
カ
月
程
度
感
染

へ
の
警
戒
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

情
報
収
集
に
努
め
、
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
報
告

・
新
第
３
次
大
館
市
行
財
政
改
革
大
綱
実
施
計

画
の
進
ち
ょ
く
状
況

・
平
成
１９
年
度
の
決
算
見
込
み

・
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
施
行

・
大
館
市
植
樹
祭

・
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事

・
日
沿
道
整
備
の
進
ち
ょ
く
状
況

・
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験

・
公
共
事
業
の
発
注
計
画

・
田
代
地
域
小
学
校
統
合
後
の
状
況

・
比
内
公
民
館
の
改
修

・
総
合
制
高
校
の
進
ち
ょ
く
状
況
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